
年度　事業シート

第5次廿日市市総合計画　（後期基本計画）

1
5
4

年度

１　事業の目的、意図

２　事業の実施主体・関係団体・役割

３　平成 年度 予算 （事業の内容・コスト情報・目標到達見込）
【事業概要】

「廿日市さくらバス」について、初年度登録より13年以上経過したバス車両３台を計画的に更新する。
（平成26年度～平成28年度で各１台づつ更新予定）

　

【歳入】
　
　

【歳出】

年度決算 年度予算 年度予算

単
位
コ
ス

ト
換
算

①
人口（4月1日現在）

21,000 千円
174 千円

計 21,174 千円
登録費用ほか

    市  （ 市税 な ど ） 808,247
0.05

424,300

  直  接  事  業  費  A 25,733,247

財
源
内
訳

    国   庫   支   出   金 14,025,000

  総  事  業  費 (A+B) 26,157,547

  人  件  費  (按 分） B
0.05

    そ   の   他（使用料など）

基 本 目 標 健やかな暮らしを支え、安全で快適に暮らせるはつかいち 款 02 総務費
政 策 目 標 多様な暮らしが選べ、快適に暮らせるまちに 項 01

平成 27

担当課名 建設部　都市・建築局　都市計画課

予
算
科
目

会計 01 一般会計

総務管理費
重 点 的 取 組 手軽に出かけ、移動できる環境を整える 目 12 生活交通対策費

事業名
自主運行バス購入事業

事業開始年度 平成 13

根拠法令
条例

個別計画 等

廿日市市生活交通再編計画
（平成23年3月）自主運行バスの車両整備

目
的

【対象】誰の（何の）ために 【目指す姿・意図】（いつまでに、どういう状態に）

路線バスの運行していない
地区等のバス利用者

市民が手軽に出かけ、移動できる環境を整えるための車両整備。

実施主体

市

市役所（職員）の役割 関係団体（パートナー） 関係団体（パートナー）の役割
・車両購入に係る入札事務
・適切なメンテナンスと計画的な車
両更新の総括

交通事業者
・購入車両について運行事業者の立場
から助言を行う。

27

活
動
内
容

【要求額】

8,900 千円
計

27人乗りノンステップバス

社会資本整備総合交付金（補助率55％) 11,550 千円
自主運行バス購入事業債（合併特例債）

20,450 千円

車両1台あたり
購入額 社資総 地方債 一般財源

コ
ス
ト
情
報

（
円

）

項　　目 平成 25

117,680 人
市民1人当たり 222

②

人

    借   入   金   ( 市 債 ) 10,900,000
    県　 支　 出　 金

平成 26 平成 27

10,890,000 11,550,000
27,121,000 21,174,000

1,231,000 724,000

15,000,000 8,900,000

27,546,550 21,606,450

人 0.05 人
425,550 432,450

人

234 184
117,680 人 117,182

Ｈ２５
実績値

Ｈ２６
目標値

400,000317,230 390,000

8
目
　
標

到
達
度

活  動  及  び  成  果  指  標 単位
H２７

目標値
備考

成
果

市自主運行バス利用者数 人

活
動

市自主運行バス路線数 路線 8

21,174 千円

8

項目 備考
※合併特例債

【査定額】
11,550 千円
8,900 千円
20,450 千円

21,000 千円
174 千円

廿日市さくらバス 21,000 11,550 8,900 550


